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１．研究計画の概要 
地方公共団体の行財政運営は，住民が選挙

を通じて監視するものと考えられている．し
かしながら，地方選挙（などの自治システム
が）が地方財政を制御できなかった実態（夕
張市の破綻など）を踏まえ，国は「地方財政
健全化法」を設けて制度的監視を強化した． 
 本研究では，福岡県下の市町村について，
1970年から 2004年の間に実施された地方議
会選挙および地方首長選挙の結果を考察し，
地方選挙と地方財政の関係を定量的に明ら
かにすることを目的とする． 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)すでに福岡県下の市町村の選挙データ
の収集・マイニングは終了し，基礎的な考察
も始めている．現在は，1975 年以降，福岡
県下で「準用財政再建団体」となった自治体
の選挙結果を考察している． 
 

(2)研究当初は軽視していた外縁的な論点
のうち，地方交付税制度による財政調整機能
のあり方や，「足による投票」（選挙は「手に
よる投票」）の実態分析を先行して実施して
きた．「足のよる投票」を題材とした考察に
ついては，国内学会・国際学会（ともに〔学
会発表〕を参照）や海外でのワークショップ
（International Workshop,Issues in Public 
and International Economics at Department 
of Economics and Quantitative Methods 
University of Catania）でも報告しており，
成果の１つは学会発行の書籍に掲載予定
（〔雑誌論文〕を参照）である． 
 
 

(3)夕張市の破綻，財政健全化法の制定，市
町村合併と道州制論の進展など，地方自治体
をとりまく環境の変化が激しいため，研究成
果の現代的な位置づけを再考している．すで
に，合併や道州制などについて検討した論考
は刊行済み（〔雑誌論文〕を参照）である． 
 
３．現在までの達成度 
 
 おおむね順調に進んでいる． 
 
・「選挙と財政」という課題への接近は当初
計画よりも僅かに遅れているものの，外縁部
の考察を先行したことなどを考えれば，当初
計画よりも懐の広い研究となっている．した
がって，4 年間の研究期間が終了した後に残
される成果を念頭に置くと，研究全体として
の現在までの達成度は，おおむね順調に進ん
でいるといえる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 (1)「選挙と財政」という課題に取り組む． 
(2)先行した「足による投票」の考察と，今
年度に取り組む「選挙（「手による投票」）」
の考察とを融合させ，地方財政の住民監視の
実態を複眼的かつ定量的に明らかにする． 
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